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安全上のご注意
( ご使用前に必ずお読みください )

本製品のご使用に際しては，本導入ガイドおよび本導入ガイドで紹介している関連マニュアルをよくお
読みいただくと共に，安全に対して十分に注意を払って，正しい取扱いをしていただくようお願いいたし
ます。

【本導入ガイドの実習内容を行う上での注意事項】

危険
●感電事故を起こさないよう，通電中には端子に触れないでください。

●安全カバーを開けるときは，電源を切るか，十分な安全を確認してから作業してください。

注意
●ユニットを着脱するときは，電源をOFFしてから行ってください。
通電中に行うと，ユニットの故障や感電の原因になります。

●異常が発生した場合は，直ちに使用を中止してください。

【GOT1000 の関連マニュアルについて】

本導入ガイドでは，詳細な情報は，GOT1000 の各マニュアルへ参照させています。
GOT1000 の関連マニュアルは，インターネットによる三菱電機 FA 機器技術情報サービスである
MELFANSweb ホームページ（http://www.MitsubishiElectric.co.jp/melfansweb）で，ダウンロー
ドできます。

※ 本導入ガイドは，GT Designer2 Version 2.69X を使用し説明しています。
お使いのバージョンによっては，表示されるメニューや画面が異なる場合があります。
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1-1. GOT とは何か？
ＧＯＴ（グラフィックオペレーションターミナル）は，従来，操作盤で行ってきた，スイッチ操作，
ランプ表示，データ表示，メッセージ表示などをモニタ画面上で行うことのできるタッチパネル式の
表示器です。

1-2. GOT導入のメリット

(1) 操作盤の小形化
ソフト的に各種機能を設定すれば良く，ハードウェア的なスイッチ，ランプなどの取り付け部品
を減少させることが可能となり，装置を小形化できます。

(2) 配線でのコストダウン
操作盤での部品と部品の間の配線に相当するものは，ソフト的な設定で実現するため，面倒でコ
ストを要する配線が不要となります。

(3) 操作盤の標準化が可能
要求仕様の変更に対しても，ソフト的な画面データ設定の変更で対応可能のため，操作盤の標準
化が可能となります。

(4) HMI（Human Machine Interface）としての付加価値の追加
スイッチやランプの表示だけでなく，グラフィック表示や，文字表示，アラーム表示などが容易
に実現できるため，装置全体の付加価値を向上することが可能です。

GOT

用語解説

GOTとは？
G Graphic

O Operation

T Terminal

POINTPOINTPOINT
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1-3. GOT で扱うデータとは？
GOTで表示する画面データ は専用の作画ソフトウェア (GT Designer2) を使用して，パソコン上で
作成します。この作画ソフトウェアで作成した，画面データや動作設定など，一つのGOTに表示さ
せるデータの集まりをプロジェクトデータと呼びます。

GOTでは，スイッチ図形，ランプ図形，数値表示などのオブジェクトと呼ばれる表示枠図形を貼り付け
て画面を作成し，貼り付けたオブジェクトにそれぞれシーケンサCPUのデバイス（ビット，ワード）に
よる動作機能を設定することで，GOTの各機能が実行できるようになります。

データ表示画面データ表示画面

15405364

265749

用語解説POINTPOINTPOINT

デバイスとは？

ビットデバイスとは？

ワードデバイスとは？
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1-4. GOT を使用するまでの手順

データ表示画面データ表示画面

15405364

265749

11

22

33
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GOTを使用するために必要な機器をそろえましょう。

2-1. 画面作成に必要な機器

2-2. データ転送に必要な機器

2-3. モニタ操作に必要な機器

他の通信方式やシーケンサへの接続も可能です。

11

詳細は・・・

22

詳細は・・・

33

詳細は・・・
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ここでは，GOT がシーケンサ（Qシリーズ） と接続時にどのような動作を行うかを簡単に説明します。

3-1. システム例

3-2. GOTとシーケンサの動作

ビットモーメンタリとは？

用語解説POINTPOINTPOINT
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1-1.作画完成例

下図画面の  スイッチ，  ランプ，  数値表示の 3つのオブジェクトと  文字入力の作画手順
を説明します。

詳細は・・・

オブジェクトとは？

用語解説POINTPOINTPOINT

P. 15 参照

P. 21 参照

P. 19 参照

P. 22 参照
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1-2. オブジェクトの種類
GT Designer2 で使用できるオブジェクトのリストを下図に示します。

ビットスイッチ

ビットランプ

数値表示

『オブジェクト』のリスト

詳細は・・・
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1-3. 新規プロジェクト作成

● GT Designer2 を立ち上げましょう。
GT Designer2 を起動し，新規プロジェクトを作成する時は，下記の 1. ～ 9. のシステム環境を設定
する画面が表示されますので，次へボタンを選択し，進んでください。

システム構成を下記に示します。

MEMOMEMOMEMO
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通信ドライバの詳細は・・
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MEMOMEMOMEMO

設定内容の詳細は・・
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これから，それぞれのオブジェクトに以下のような動作機能を設定していきます。
また，配置したオブジェクトの説明を，『文字』で表示する方法についても説明します。

2-1. スイッチの設定
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ビットSETとは？

ビットRSTとは？

ビットALTとは？

ビットモーメンタリとは？

動作設定の“動作”について
用語解説POINTPOINTPOINT
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2-2. ランプの設定
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2-3. 数値表示の設定

数値表示を配置、設定します。
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2-4. 文字の入力
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ここで基本となる画面の作画手順は完了です。
これまでの手順で作成した画面例が下図のようになります。
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GT Designer2 の「接続機器設定」でGOT の通信インタフェースを，設定します。

詳細は・・・
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詳細は・・・
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詳細は・・・
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作成したプロジェクトデータを保存しましょう。

保存する場所についてMEMOMEMOMEMO
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パソコンとGOTを接続します。

※　GOTと USB通信を行うには，USBドライバのインストールが必要です。

USBケーブル以外の接続方法，CFカードを使用したデータ転送もできます。

USB
コネクタへ

GT09-C□□USB-5P

USBケーブルを使用する場合

USB
コネクタへ

詳細は・・・
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2-1. パソコンとGOTの通信設定
パソコンから，GOTへデータを転送するための通信設定をします。
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2-2. OS のインストール
基本機能，通信ドライバ，拡張機能，オプション機能の各OSを GOTにインストールします。
本導入ガイドの設定では，拡張機能およびオプション機能は使用しませんので，基本機能と通信ドラ
イバのOSのみ，選択してインストールします。

OSのインストールについてMEMOMEMOMEMO

ＯＳ,通信ドライバの詳細は・・
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OS が GOT に正しくインストールされているか，確認します。
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2-3. プロジェクトデータのダウンロード
プロジェクトデータをGOTにダウンロードします。

詳細は・・・
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※　GOTに通信ユニットを取り付けする場合や，シーケンサCPUと接続する場合は，必ずシステム全
体の電源をOFFしてから行ってください。

3-1. 通信ユニットの確認
必要に応じて，GOTの拡張ユニット装着コネクタに通信ユニットを装着します。

3-2. シーケンサとの接続
GOTとシーケンサをケーブルで接続します。必要な機器は，4ページで説明した機器です。

RS-232インタフェース，
または

RS-232通信ユニットへ

RS-232通信ユニットに接続する時RS-232インタフェースに接続する時

CPU
ユニットへ

詳細は・・・
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3-3. GOTとシーケンサが通信できるか確認する

●I/Oチェックを行う
I/O チェックは，GOT とシーケンサが通信できるかをチェックする機能です。
このチェックが正常終了すれば，通信インタフェースの設定，接続ケーブルの装着が正しく行われて
いることが確認できます。

詳細は・・・
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●シーケンスプログラム
本導入ガイドで使用するシーケンスプログラムです。
STEP3 に進む前に，GX Developer からシーケンサに書込みを実施してください。

詳細は・・・
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GOTの電源を入れます。
作成した画面が表示されます。

設定したオブジェクトの動作は下記のようになります。

 運転スイッチ・・・タッチすると，運転を開始します。

 停止スイッチ・・・タッチすると，運転を停止します。

 運転中表示ランプ・・・運転している間，ランプが点灯します。

 数値表示・・・シーケンサに格納されている値を表示します。

次ページから，各オブジェクトの動作イメージを説明します。

※　シーケンスプログラムは，前ページに掲載したプログラムを使用します。

シーケンスプログラム

詳細は・・・
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前ページまでで配置・設定してきたオブジェクトの他に，基本図形や他のオブジェクトを追加して，
下図のような画面を作成できます。
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GOT には，現場で役立つ機能がたくさんあります。
ここでいくつかご紹介します。

データ書込みスイッチ

D100:
   200 → 350

拡張機能スイッチ

画面切り換えスイッチ

データ変更スイッチ

ビットスイッチ

M0:ON → OFF

局番切り換えスイッチ

モニタ先変更

ランプ表示

キーコードスイッチ
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データリスト表示 アスキー表示

アスキー入力

数値入力

時計表示

数値表示

コメント表示

D100:334 停止中

D100: 55
D101:122
D102: 34 D100　 55

D101　122
D102　 34

D10:4F8EH(三)
D11:4895H(菱)

D100:45

停止中
D10:4241H(BA)
D11:4443H(DC)



Å@
Å@ 48

GOT 

は
じ
め
に

ST
EP
1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ー
タ
を
作
成
し
よ
う

ST
EP
2

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ー
タ
を
転
送
し
よ
う

ST
EP
3

使
っ
て
み
よ
う

付
録

こ
ん
な
こ
と
も
で
き
ま
す

ユーザアラーム表示 システムアラーム表示

アラーム履歴表示

拡張アラームポップアップ表示

アラーム流れ表示

拡張アラーム表示

部品移動表示部品表示

部品1 部品2

時刻　メッセージ

アラー
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トレンドグラフ表示 折れ線グラフ表示

レベル表示パネルメータ表示

散布グラフ表示 ヒストリカルトレンドグラフ表示

棒グラフ表示 統計グラフ表示

円グラフ 棒グラフ
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拡張レシピ機能レシピ機能

タイムアクション機能ロギング機能

→  

読出し
/書込み

D100:150
D101:300
D102:208

読出し
/書込み

D100:150 250
D101:300 500
D102:208 235

バーコード 操作パネル

ビデオ表示レポート

150
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詳細は・・・

システムモニタ バックアップ／リストア

言語切換えドキュメント表示

M10　  ●
M20　　○
D100　255

M10　  ON
M20　 OFF
D100　255

バックアップ

リストア

回路モニタ ネットワークモニタ

ゲートウェイ機能 MESインタフェース

三菱電機製シーケンサ
D100     250

オムロン社製シーケンサ
TIM50    330

Ethernet







<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /OK
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Courier
    /Courier-Bold
    /Courier-BoldOblique
    /Courier-Oblique
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /Helvetica-BoldOblique
    /Helvetica-Oblique
    /Symbol
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /Times-Italic
    /Times-Roman
    /ZapfDingbats
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /JPN <FEFF004a00320030003000350030003600320030306b6539826f309252a03048305f3002004a00320030003000350031003000310037306b0043004d0059004b306e8a2d5b9a309252a03048305f300282f18a9e74b058833067306e691c8a3c30927d423048004a309253d6308a62553063305f300200320030003000350031003100300031306b8a2d5b9a60c55831309257cb30818fbc307f691c67fb52b97387306e54114e0a309256f33063305f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




